令和６年度　学校自己評価システムシート （ さいたま市立土屋中学校 ）　　　　 学校番号　２４１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【様式】
	目指す学校像
	＜希望あふれる学校＞　　・生徒が輝く学校　　・生徒を育む学校　　・活気ある学校
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	重点目標
	１　確かな学力の育成
２　豊かな人間性と健やかな体の育成
３　基盤整備・協働の充実
	※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。
※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、
方策の評価指標」を設定。
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　学校自己評価
	
	学校運営協議会による評価

	年度目標
	年度評価
	
	実施日令和　年　月　日

	番号
	現状と課題
	評価項目
	具体的方策
	方策の評価指標
	評価項目の達成状況
	達成度
	次年度への課題と改善策
	
	学校運営協議会からの意見・要望・評価等

	1
	（現状）
〇全国学力・学習状況調査（R5）では、国語の正答率では、市平均以上であった。（国語：±0ポイント）

しかし、数学・英語では、市平均以下であった。
（数学：-10ポイント、英語：-10ポイント）
〇市学習状況調査（R5）では、「将来の夢や目標をもっていますか。」に対して肯定的な回答が２、３年生で市平均を上回ったが、１年生では下回っている。
（課題）
〇学びに向かう力を高め、各教科において基礎基本の確実な定着を図る必要がある。

	生徒の基礎学力の定着、学びに向かう力の育成

	1 全国学力・学習状況調査やさいたま市学習状況調査結果を、生徒自身が振り返り、今後の学習計画を見直す機会をつくる。
2 土曜チャレンジスクールで各種検定を実施し、令和８年度からの高校入試を見据えて、生徒の学習機会を設ける。
	1 全国学力・学習状況調査やさいたま市学習状況調査で、市平均を上回ることができたか。
2 各種検定の受験率を平均５％以上にする。
	
	
	
	
	

	
	
	生徒の基礎学力の向上のための、教員の指導力向上
	1 全教科で市教委の要請訪問を実施し、生徒の基礎学力定着のため教員の指導力・授業力を向上させる。

	1 「学びの指標」アンケート結果を分析し、授業改善に努め、第２回の数値が市平均より上回ることができたか。

	
	
	
	
	

	2
	（現状）
〇R5学校評価（生徒）では「土屋中学校で生活するのが楽しい。」に肯定的な回答した生徒の割合は95.3（昨年度比+1.7ポイント）であった。また「生徒にとって魅力的な学校行事が実施されている。」では、95.3％（昨年度比+1.2ポイント）であった。
〇生徒会活動を中心に、生徒の主体的な活動場面の設定や活動が、今後必要である。
〇学習や学校生活を、生徒、保護者が安心して通える学校づくりに努めているところである。
（課題）
〇学習や学校生活への不安があるなど、不登校傾向や配慮が必要な生徒がいる状況である。
	学校行事の完
全実施

	1 学校行事について、コロナ渦前に完全に戻して活動を行う。
2 学校行事に地域や保護者に積極的に公開する。またWEB配信を行い、当日来校できない保護者にも生徒の活動が見られるようにする。
	1 コロナ渦前の学校行事を実現することができたか。
2 学校評価（生徒）の学校行事にかかわる項目で肯定的な回答の割合が昨年度を上回ったか。
	
	
	
	
	

	
	
	生徒会本部役
員を中心とし
た生徒会活動
の活発化
安心できる学校生活の確保

	1 生徒会中心に、不登校の生徒が学校に登校できるための取組を考え全校で実施し、土屋中学校の仲間意識を高める。
2 さわやか相談室は、相談する場だけではなく、不登校傾向や配慮が必要な生徒の学習の場として、積極的に活用する。

	1 生徒主体の運営による取組について、実施することができたか。
2 学校評価（保護者）で「さわやか相談室を開放し、生徒の学習を保証する取組を行っている」の項目で、肯定的な回答が昨年度を上回ったか。
	
	
	
	
	

	3
	（現状）
〇学校運営協議会で、本校学校教育目標「夢に向かって」の具現化のため、具体的な方策について再考する。
〇今まで実施してきた小学校、公民館や地域などで中学生が活動する場が減少し、地域とのかかわりが薄れてきている状況も見られる。
（課題）
〇学校行事の全面実施の教育活動では、地域や近隣の学校との積極的な活動を実施する必要がある。
	学校運営協議会を中心とした校外での生徒の活躍の場の設定

	1 学校運営協議会の働きかけにより学校・家庭・地域が主体となった取組について情報発信して、生徒が地域での活動に参加し活躍する。
2 公民館等での中学生の活動を増加し、校外での生徒の活躍の場を増加する。
	1 学校運営協議会の働きかけにより生徒が地域で活動する機会が設定され、参加する機会が増加したか。
2 学校評価（地域）で「中学生が地域行事の参加に積極的である」の項目で、肯定的な回答が昨年度を上回ったか。
	
	
	
	
	

	
	
	地域の小学校、中学校、高等学校との交流

	1 中学校区の小学校や近隣中学校の特別支援学級が合同で、田植え体験を行い児童生徒の交流を図るとともに、自然体験を行う。また、不登校施策として、本校さわやか相談室に通う生徒も参加を促す。
2 大宮光陵高等学校と学習交流や部活動交流を計画的に行う。
	1 中学校区の小学校と馬宮中学校との連携した取組ができたか。
2 高等学校と連携した取組が実現できたか。

	
	
	
	
	


	4
	（現状）
〇今年度研究発表予定である「進路指導・キャリア教育」について、研修を進めていき実践的な研究を行う。
〇様々な教育課題に適切に対応できるよう、実践的な校内研修が必要である。
（課題）
〇研究した内容を全教職員で共有し、深め実践する必要がある。
	全教職員で研修を進め、実践的な進路指導・キャリア教育の研修の実施

	1 全教職員による研究推進体制を確立し、研究発表会を開催する。
2 市教委からの学校カウンセリングや要請訪問で生徒の実態を的確に把握し、学力向上のための授業力を高める。
	1 全教職員がかかわって、研究を進めることができたか。
2 授業改善や指導力向上のための校内研修等が実施できたか。

	
	
	
	
	


